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はじめに 

環境カウンセラーは、「環境カウンセラー登録制度実施規程」(平成 8 年環境庁告

示第 54 号)にもとづき、環境省が実施している登録制度です。  

長年にわたって市民活動や企業・団体の事業活動を通じて環境保全に関する取り

組みに従事し、豊富な経験や専門知識を持つなど一定の要件を備える方で、環境保

全活動の推進に資する意欲の有る方を毎年公募し、申請にもとづいて論文審査及び

面接審査を行い、所定の基準を満たした方を「環境カウンセラー」として認定・登

録しているものです。 

 環境省では、平成 30 年度から環境カウンセラーの社会的な認知向上及び環境カ

ウンセリング等環境保全活動の意欲を増進する等を目的として、環境カウンセラー

として実施又は関与する優れた環境保全活動を行っている、環境カウンセラー及び

環境カウンセラーを構成員とする団体に対して環境大臣賞等を授与する環境カウン

セラー表彰を実施しています。 

 第６回環境カウンセラー環境保全活動表彰受賞者が決定したので紹介します。 

                            令和 6 年３月１日 
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環境大臣賞（市民部門） 

                         高橋 功 

 

 

 

 

      

 

自己紹介 

岩手県環境カウンセラー協議会で監事、

そして地元滝沢市のたきざわ環境パートナ

ー会議で、わくわくエネルギー教室代表を

しています。15 年ほど前に行ったエネルギ

ー教室で、参加して下さった子供たちの目

が輝いていることに驚き、以来ダンボール

など身近な材料で道具をつくり、模擬体験

を通して環境とエネルギーについて理解を

深めていただく取り組みをしています。 

1，これまでの取組み 

① 2009 年 7 月から岩手県地球温暖化防止

活動推進員として、岩手県地球温暖化

防止活動推進センターからの講師派遣

依頼に基づき、県内各地で「環境学習

講座」講師をしています。 

② 2014 年 1 月環境カウンセラーに合格さ

せていただき、その後岩手県環境カウ

ンセラー協議会に加入し、環境カウン

セラー研修等を通して、スキルの向上

と最新知識習得に努めています。 

③ 2019 年 11 月地元滝沢市のたきざわ環

境パートナー会議に加入し、わくわく

エネルギー教室代表として、ビックル

ーフ滝沢で夏休み・冬休みのエネルギ

ー教室を定期的に開催するなど地域の

方々に環境への気づきの提案を行って 

 

 

います。 

④ 2016 年 4 月～2018 年 4 月岩手県環境

審議会委員を、そして 2023 年 9 月か

らは滝沢市環境審議会委員を務めてい

ます。 

2，活動事例 

① 小中高生に向けた出前講座 

学校からの依頼をもとに、総合学習等

の時間を使った出前授業で、ビック本

や手づくりの道具を使って、温暖化の

しくみをはじめ再生可能エネルギー、

省エネについて模擬体験等を通して理

解を深めていただいています。 

  また、手づくり模型を使い「電線にと

まっているカラスはなぜ感電しない

の？」や、台風などで「電柱から電線

が切れて下がっていても絶対に触らな

い」など、楽しみながら模擬体験を通

して防災教育も行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

表彰理由：岩手県内全域で温暖化対策を推進するため、実践

方法の指導に努力している。特に、ダンボール等身近な材料

で作った教材を用い、省エネ・再エネを体感する環境教室の

受講者が 11.000名以上になるなど実績を積んでいる。 

岩手県環境カウンセラー協議会員としても企業への助言を行

っているほか、地元テレビ・ラジオ、新聞などマスコミを通

じて省エネの呼びかけや具体的手法の解説に取組んでいる。 

小学校での環境学習会の様子 



 

 

 

② 岩手県をはじめ各自治体での講演 

県が行っているエコスタッフ養成セミ

ナーをはじめ、自治体が行っている環

境担当者会議や研修会等で、パワーポ

イントを使ったエコドライブについて

の説明や、手づくりの道具を使った温

暖化のしくみ・身近にできる省エネ・

再生可能エネルギーについて伝えてい

ます。 

  

 

 

 

 

 

   

 

③ イベントへの参加 

岩手県主催の「環境祭り」をはじめ、

地元滝沢市が毎年開催している「滝祭」

等、主催者からの依頼で「楽しく・わ

くわく」をキーワードに活動していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、私が加入している滝沢環境パー

トナー会議の、わくわくエネルギー教

室代表として、毎年、冬休みと夏休み

に、岩手県環境カウンセラー協議会と

ともに、環境学習とダンボールや、自

然に生えているすすきを使ったエコな

あそびを企画し、子供から大人まで多

くの来場者に楽しみながら環境とエネ

ルギーについて理解を深めていただい

ています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

活動を通して、太陽光発電と省エネに

ついて理解を深めていただくために行

っている「世界最小のソーラーカーと

懐中電灯（豆電球・LED 電球）」を使

った体験は、様々な行事で、大人から

子供まで大好評です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

3，今後にむけて 

  様々な情報がすぐに取り出せる時代で

すが、TV のニュースや新聞を見ない方

が増え、環境について考える人が減少し

ているように感じています。 

これからも、イベント等で足を止め、

考えていただけるよう種まきを続けてい

きます。

エコスタッフ養成セミナーの様子 

世界最小のソーラーカーを走らせている様子 

環境祭り（手回し発電機でクリスマスツリーを点灯している様子） 

 
2023.12.27 盛岡タイムス (岩手県環境学習交流センターでの様子) 



 

 

 

 

 

 

 

 

団体紹介  会長 福留正治 

1998 年 11 月、7 人の環境カウンセラーが集ま

って環境カウンセラー協会を設立（2004 年 NPO

法人化）しました。小中高大学の環境学習を始め、

県と連携して 2 泊 3 日の指導者養成研修を実施し、

会員も 60 名近くと順調に発展しました。環境省の

EA21 立ち上げに協働参加して企業の環境経営を

支援。省エネや再生可能エネルギー導入、荒廃し

た森林の再生等に大きな成果をあげました。其の

後、環境カウンセラーの合格率が低下して準会員

が退会し高齢化が進行。事務処理の負担が大きい

ため残念ながら NPO 法人を解散しました。しか

し、環境保全活動の緊急重要度はますます高まっ

ており、各主体からの要請に応えるために有志が

再結集し任意団体として再スタートしました。 

地域住民との協働で環境保全活動に取り組んでい

ます。 

1，これまでの取組み 

①普及啓発活動 

岡山市・倉敷市・津山市等のイベントに出展、 

エコツアーや体験学習小学校でのホタル講座を行

なってきました。 

 

②委員派遣 

岡山県・岡山市・高梁市 

津山市・美咲町等の各 

審議会委員長や委員と 

して参加 

 

③災害支援 

東日本大震災時、現地作業や募金・ぺレットスト

ーブを贈り福島環境カウンセラー協会等が開催し

た復興イベントには倉敷市長のメッセージを伝達

しました。西日本豪雨災害では、避難所スタッフ

や現地作業に参加・福島環境カウンセラー協会か

ら大量の支援品が届きました。 

 

 

 

 

 

 

環境大臣賞（事業者部門） 

協働による環境保全活動 

    環境カウンセラーズおかやま 

表彰理由 

岡山県北部で雑草が繁る中学校通学路斜面に花壇

を建設し、付近の笹竹林に花木を植哉して公園化

を図るなど環境改善に尽力。岡山県県南、水島コ

ンビナート地帯の環境改善活動では、環境経営の

指導や食品ロス削減、都市近郊に進出して来たイ

ノシシ等の防除に住民組織を立ち上げて取り組ん

だほかホタルの復活活動に取り組むなど市民・団

体・企業と連携して地域環境課題に取り組んでい

る。 

 
④フードバンク活動 

2015 年ころから環境カウンセラー協会の賛助会

員が中心となって取組み、年間約 160ｔを扱って

いましたが、逝去したため会員の環境カウンセラ

ーが新方式のフードバンクを新たに立ち上げてい

ます。 

 

⑤その他の地域活動 

 協会元会長難波貞敏が倉敷市で道路に花植えや

ホタルの増殖および地元史編さんに取り組みまし

た。 

2、活動事例 

(1)県北津山市での取組み 

①中学校通学路の環境整備「久米中美化の会」

（藤本きわめ代表）を立ち上げ通学路約 300ｍに

花を植哉。正門横斜面に雑草が茂るため花壇を建

設しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②花木公園 

地域住民と協力し、中学校近くの笹林を伐採して

花木を植哉・遊歩道を設けて花木公園化を図って

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、通学路沿いには菜の花を哉倍しています。 

水島沖での体験 



 

 

 

花を愛し、四季を感じ、自然を敬う心が育まれ、

持続可能な社会の構築に貢献しています。 

(２)水島コンビナート工業地帯での取組み 

①都市近郊での有害鳥獣被害対策 

2011 年ころから水島工業地帯に残る畑や住宅街へ

の猪等の侵入被害が続発したため、環境カウンセ

ラー、猟友会員と地域住民でボランテイア団体

「つらレンジャー」（福留正治代表）を立ち上げ

て対策に取組みました。有害鳥獣対策システムと

しては、被害者が市町村担当課に被害届等を提出

し、駆除班（猟友会）に捕獲依頼する体制となっ

ていますが、猪が住宅内の畑にまで進出して被害

が拡大してきたので、捕獲だけでは防ぐ事が出来

ない、その場所の特性に応じて住民が主体的に活

動する必要に迫られました。猪の習性や出会った

ときの対処などを知ってもらうため、各町内会な

どに出前講座を開催すると共に、安価で、取り扱

い容易で、応用がきいて、安全な被害防止装置の

開発に当たりました。 

また、駆除班を支援するとともにフィールドワー

クを開催し、若手の狩猟者誕生、育成にも努めま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 捕獲した猪は、ジビエ料理として農協祭りなど

に出店し PR 普及に勤めました。 

 

 

 

 

 

②工業地帯まち中にホタル復活 

水島コンビナート工業地帯では、公害問題以降、

官民あげて環境改善に取組んできました。環境カ

ウンセラーも廃棄物問題や EA21 など企業の環境

経営の指導等に取組んで来ましたが、活動の集大

成として街なかのホタル復活を図りました。ホタ

ル復活を目の当たりにすることで市民の環境改善

意識を向上させるため、「八間川にホタルを飛ば

そうプロジェクト」（福留代表）を香川大学院生

と共に立ち上げました。八間川遺跡橋のプロジェ

クトマッピングでは約 500 人の参加があり、それ

に励まされ三方コンクリートの八間川にホタル幼

虫を放流したのですが、川底が不具合で幼虫が育

たず失敗しました。 

住民意識向上のためにイベントを開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

次に、水島中心部の市営施設「水島愛あいサロ

ン」のビオトープに幼虫を放流する許可を頂きま

した。もちろんホタルは水島広江地区内、高梁川

流域で採取するなど、遺伝子撹乱に注意して取組

み、ついにホタル飛翔に成功しました。かつて公

害のまち、汚い街と言われたところにホタルが飛

翔するまで環境が回復したことを証明出来ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．今後にむけて 

環境カウンセラー、会員の減少のため組織単独で

の事業実施は困難となりましたが、任意団体とし

て一般市民・他活動団体・行政を巻き込んだプロ

ジェクト方式による有効な取組みを行っていく所

存です。活動を通じて環境カウンセラー候補の発

掘や会員の増員に取組みたいと考えています。 

つらレン方式独自開発イノシシ侵入防護柵 

つらレン独自改良のカラス捕獲檻 

「ホタルフォーラムとホタルを唄う」 



 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

自己紹介 

1958年生まれ。熊本県八代市在住。 

２００１年「次世代のためにがんばろ会」を発足、

代表となり23年間、団体設立時より企画運営

に関わっている。 

＊２００５年～現在：地球温暖化防止推進員 

＊2010年環境カウンセラー市民部門取得 

＊受賞歴：公益法人ソロプチミスト日本財団社

会ボランティア賞 受賞（平成２５年） 

＊委嘱：熊本県環境審議会委員、熊本ユネス

コ協会理事ほか 
 

これまでの取組み 

① 牡蠣の殻を使用した「かき殻祭り」 

牡蠣の殻を使った河川浄化活動。市内の高校

生 800 人参加する大イベントとなり、これを機

に様々な活動に高校生が参加するようになる。

＊2002～17年まで。 
 

② 派遣講師として教育関係４R授業推進 

河川浄化活動からごみ問題に関心を持ち、八

代市循環社会推進課協働で資源物２２分別、

４R や食品ロスの授業を実施。現在は市内の

幼稚園から高校まで年間約３０件の依頼があ

る。さらに、授業を受けた高校生が児童への出

前授業を行うシステムを作り、高校生が自ら学

び伝える事を目指している。＊２００３年から現在 

 高校生が小学生へ資源ごみ２２分別授業の実施 

 

 

 

 

脱炭素社会貢献賞 （市民部門） 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 地球温暖防止活動推進員としての活動 

＊県・市依頼で温暖化防止の出前授業実施 

＊県・市主催講演会で温暖化防止啓発講演

講師を務める 

＊熊本温暖化防止対策センター理事・小学生

用温暖化防止教材エコノート作成委員 

＊八代市主催：緑のカーテン審査員 

＊八代市脱炭素化推委員として会議参加 

熊本県地球温暖化防止推進員として五木中学校で授業 

 

 

 

 

 

 
④ リユース食器無料貸し出し 

資源循環型社会への啓発を勧めるために、リ

ユース食器無料貸し出しを企画、運営し、地元

の PTA イベント、夏祭りで利用件数が増加。  
 

     ～無料リユース食器貸出し内容～ 
 

           無料リユース食器チラシ 

＊大皿 500 枚 

＊小椀・中椀各 500 個 

＊お箸 1000 却 

＊ｽﾌｰﾝ(大･小)各 300 本 

＊どんぶり 800 個など 

 

 

 

松浦 ゆかり 

表彰理由： 

児童・生徒や市民を対象に幅広い分野で普及啓発活動を展開して

いる。特に、省エネ行動として 20 年以上前から、一斉に消灯するライト

ダウン運動を提唱し、八代市と共催するなど、活動を熊本県下全域に

波及させた。また、高校生チーム「エコユースやつしろ」を立ち上げてプ

ラスチックごみ回収や食品ロス削減などに尽力している。 

 

 

” Think globally, Act Locally” をモットーに「人の意識改革・人づくり」の体験活動教育 

 



 

 

 

⑤ 市民一斉行動「ライトダウン㏌八代」 

八代産業廃棄物協会と共同で省エネを啓発

する「ライトダウン㏌やつしろ」を企画・実施。 

八代市と共催できるようになり、さらに全国スト

ツプ温暖化防止大賞で特別賞を受賞後は、熊

本県全体の取り組みとなっている。 
 

ライトダウン㏌やつしろポスター 

 

          ストツプ温暖化 特別賞受賞 

 

 

 

 

 

 

⑥ 「八代海河川・浜辺の大そうじ大会」 

200２年に開始。700 人を超える高校生等が

参加する八代の風物詩となっている。ごみ拾い

だけでなく、不法投棄ごみの視察会も行い、市

民への啓発をしている。 

  毎年市内の高校生が浜辺の大そうじ大会に参加 

 

 

 

 

 
 

⑦生ごみ処理たい肥化「もったいなか箱」

など温暖化防止キャラバン隊運営 

2017 年に市民アンケートを採り、ごみ問題を

改善する活動を企画。①生ごみ減量「もったい

なか箱」の推奨、②ごみ減量新聞作成、②資

源物２２分別の広報DVD作成、③循環型社会

に向けた講座・講演会、④前記教材作成等。 

八代市内で約 250 戸が使用する「もったいなか箱」 

 

 

 

 

 

 
 

⑧2021 年に、青少年へ環境活動を引継ぐた

めの組織「エコユースやつしろ」を発足させ、

企画・運営。メンバーの高校生たちが、八代の

自然環境・歴史や文化に関する幅広い知識を

自ら学び、環境保全の意識を高め、干潟に関

する幅広い知識を学び、環境保全や地域理解

の意識を高め、故郷八代の魅力を世界に発信

できる人材となり活躍していけるよう育成実施。 
 

A．「地域の成立ちを学ぶ体験学習」 

専門家を招聘し、高校生メンバーが、現地で、

五感を通じて地域の歴史・成り立ちを学ぶ体

験を年間約 15回実施（毎年約 500人参加）。 

B．「発表の場数を踏み、情報発信」 

学んだことを地元ラジオや国際的なイベント等

様々な場所で発表させることを通じて、五感で

感じたことを自らの言葉で伝えること、質疑に

対応できるコミュニケーション能力を高めるこ

とを重視した指導を行っている。 

C.交流し学び合う「高校生サミット」開催 

２０２３年からは複数の県の高校生を集めた交

流イベントとして展開している。多様な考えの

人と意見交換する機会を設けることで、学びに

より自分の考えを深めそれを発表する能力だ

けでなく、多様な視点を理解し互いに高め合う

共感力、高度なコミュニケーション能力総合的

に兼ね備えた人材育成を行っている。 
2023 年は脱炭素をテーマとして 75 名が WSに参加 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の展望 

私が成果を出してきた「人と人が繋がる活動」

の仕組みを、次世代を担う青少年や他の活動

団体の活動でも引き継いで貰えるよう、地域の

関係者に関わってもらい、活動を広げる秘訣等

を伝えていきたい。そのため情報発信や青少

年育成にさらに注力していきたい。 



 

 

 

 

 

自己紹介 1947 年生まれ。  

1971 年日立製作所入社、日立研究所ニュ

ーヨーク駐在員、エネルギー制御・電池研

究室長、地球環境推進センター長、研究開

発本部主管技師長、産業環境管理協会理事、

日本環境倶楽部理事を歴任、現在株式会社

オー・エスコンサルティングアソシエイツ

代表取締役 

              （工学博士） 

表彰歴 

・METI 産業技術環境局長賞（2007） 

  「国際標準化活動への貢献」 

・JEMA 電機工業技術功労者表彰(2008) 

「超小型燃料電池の性能試験方法に関

する IEC 国際規格作成と発行」 

・国際電気標準会議(IEC)1906 表彰(2009) 

「国際会議のコンビナーとして長年に

わたる貢献」 

1，活動紹介 

【太陽光発電設備の導入における事業者の

経営判断への助言①】 

東日本地区で工場跡地の活用を考えている

電気事業者に対して、年間電力消費量の推

移をレビューし、太陽光発電設備を導入し

て自己消費するシステムの導入・運営につ

いて経営判断資料を作成し、それに基づき

助言を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検討した経済的指標は次の通り。 

・借地/自社分散所有地のコスト 

・発電量、自己消費電力、売電価格 

・敷地面積、セル寸法、パネル枚数 

・発電 kW 当たりの土地面積 

・他所の事例・実績 

・電力の託送計画と目標未達のペナルテイ 

【太陽光発電設備の導入における事業者の

経営判断への助言②】 

遊休土地の活用を考えている事業者に対し

て、経営判断資料を作成して助言を実施し

た。 

検討した経済的指標は次の通り。 

・設備償却年数と売電契約年数 

表彰理由：重電気メーカー勤務時から、企業の環境保全活動

について助言・指導を行うとともに、国際標準化機構のエキ

スパートとしてISO14031の作成に関与。国際電気標準会議ワ

ーキンググループ議長として超小型燃料電池規格作成に寄与

した。また、中小企業の太陽光発電や蓄電地設備導入の経営

判断への助言を行っている。 

 

 

 脱炭素社会貢献賞（事業部門） 

脱炭素社会に対応する事業者への助言 

           横山 宏 

 

 



 

 

 

・総建設費、償却費、金利、税金 

・年間労務費、補修費、年間稼働時間 

・想定年間発電量 

・発電－買電コスト→収入、投資益 

【太陽光発電設備の導入における事業者の

経営判断への助言③】 

西日本地区で、遊休地及び倉庫などの建物

の屋上を中長期的に有効活用するために太

陽光発電設備の導入し、発電電力を自己消

費する事業開発に関心ある事業者に対し、

開発事業を提案するとともに経営判断資料

を作成して、土地の売却にこだわらず第 3

セクターに賃貸するなど、長期的な土地活

用で利益を得る考え方の助言を実施した。 

事業計画の基本的な事項は次の通り。 

・事業計画地所有者、所在地、敷地面積 

・建築基準法、工場立地法、土地周辺の状

況 

・環境規制、敷地内の雨水、排水について 

・長期計画の 10～15 年を１期～3 期に分け

て進めるなど段階的な土地開発構想。 

【蓄電池設備の導入と事業者への助言】 

蓄電池設備を導入して遊休土地活用を考え

ている東日本地区の事業者に経営判断資料

を作成しそれに基づく助言及び指導を実施

した。 

事業計画の基本的事項は次の通り。 

・再生エネルギーの蓄電量と消費電力量 

・電池の充放電状態の指標と寿命の予測 

・電池の放電深度と寿命の関係 

・電池の材料と電池特性との関係 

・電池購入先の公開情報による評価 

 

2，今後に向けて 

ISO14031 は、事業の種類、規模、地域を

問わず、事業者が自らの状況に応じて経営

指標を改善するために、内部管理用の経営

判断資料を作成するための有効なツールで

ある。 

土地や建物の屋上を有効に活用する再生エ

ネルギー発電設備の導入は脱炭素社会の実

現に有効である。太陽光発電設備と蓄電池

設備との組み合わせで経済的効果を得るた

めには、畜電池の特性を正確に把握し、電

池寿命を予測して長期的な視点で投資回収

が可能な経営判断資料を作成して判断を進

めて行くことが重要である。 

引き続き事業者に対して、経営判断資料に

基づく経営方針策定への助言、カウンセリ

ングを実施して行きたい。 



 

 

 

                            

自己紹介  

大学時代に松山市が主催する環境講座を
受講し最年少で「松山市エコリーダー（環
境学習講師）」登録。学校等で自然観察や
リサイクル工作、環境クイズなど楽しく学
べる体験型環境学習を企画運営する一方、
行政経験(市環境部で家庭系一般廃棄物や
環境教育啓発を担当)を活かし、食品ロス
削減や海洋プラスチック問題、SDGs 等に
ついて様々な方面で講師を務める。愛媛県
環境マイスター、愛媛県海岸漂着物対策活
動推進員、松山市エコリーダー。まつやま
こどもエコクラブ主宰。３児の母。声優、
書道家、合唱団員としても活動してい
る。  

 

これまでの取組み  

私は、一人一人が環境保全意識を高められ

るよう、それぞれの年代・立場に応じた環

境教育に取り組んでいます。  

特に、若い世代に対しては、正しい知識と

合わせて、環境問題について自分自身で

考 える力を身に付けられるよう、 

循環型社会貢献賞（市民部門）  

中村 優理子 

 

 

 

 

 

 

 

 

地元密着型の体験型環境学習の機会を提供し

ています。  

●学校等への出張講座  

  

これまでに 20 年以上にわたり、子供向け

（小学生～大学生）には、廃棄物問題を中

心に 40 回以上の講演を行ってきました。  

今年度は、松山市教育委員会の地域モデル

事業として、地元小学校 5 年生の総合学習

（2 ･3 学期の約 60 コマ分）に関わっていま

す。授業の「目標」や「進め方」を担当教

諭と相談しながら組み立て、子どもたちの

理解の程度など、授業全般の進捗状況を確

認しながら、時には講師として教壇に立っ

ています。  

このほかにも、児童クラブ等で、食品ロス

や海洋プラスチック問題の講話をするな

表彰理由：こどもエコクラブなど児童・生徒・学生の環境教育

を進め、愛媛県環境カウンセラー協議会員として公民館講座・

企業等の研修講師を務めて食品ロス・プラスチックごみ削減活

動に取り組んだ。松山市職員としても環境カウンセラーの地域

版「松山市エコリーダー」の活性化に尽力したほか、他の自治

体が初めて取り組む環境関連の問い合わせに対するなど環境保

全施策推進に努力している。 



 

 

 

ど、環境問題の様々な面を伝えるように努

めています。 

  

●こどもエコクラブ運営  

「まつやまこどもエコクラブ」に家族で登

録し活動しています。海ごみ拾いイベント

に複数回参加している実績から、日本財団

主催「スポ GOMI ワールドカップ」では

選手宣誓を任され、松山市の公式ホームペ

ージでは「松山市唯一のこどもエコクラ

ブ」として紹介されました（令和４年度現

在）。また、家族だけではなく、地域の子

どもたちも対象に、市内の環境カウンセラ

ーを招いて自然観察会を開催しました。  

 

●企業等への研修  

普段、環境について学ぶ機会が少ない階層

である大人（社会人）に向けて、様々なア

プローチを行い、環境教育に取り組んでい

ます。  

例えば、民間企業に勤める社会人向けに

は、企業研修の場を活用して、各企業の方

向性を理解した上で、従業員一人ひとりの

意識づけができるような「ワークショッ

プ」や「体験活動プログラム」を提供しま

した。  

また、他市からの求めに応じて、環境カウ

ンセラーの資格を有する公務員として、各

市が初めて取り組もうとする環境関連事業

へのアドバイスを行うなど、環境行政の現

状も把握した取り組みに努めています。  

 

●マスメディア  

テレビや新聞では海洋プラスチック問題や

エシカル消費等身近な環境問題について、

伝えています。また読み聞かせ会で環境絵

本を読んだり、４コマ漫画で地元の環境問

題について伝えたりしています。  

 

今後について  

仕事と家庭を両立しながら、環境教育活動

を続ける中で、様々な企業や団体、有識者

の方々と繋がり、多くの講演等を始めとし

た依頼をいただくことになりました。  

「知識を常に最新にすること」や「受講者

側にレベルを合わせること」を意識して、

今後も活動を続けていきたいと思いす。  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自己紹介 

1994 年株式会社セブン＆アイ・フードシ

ステムズ入社。レストラン「デニーズ」デ

ィストリクトマネジャー、新業態開発総括

マネジャーを経て 2014 年より CSR 推進業

務に従事。サステナビリティ推進総括マネ

ジャー・環境部会長。2016 年環境プラン

ナー、2018 年 ISO14001EMS 審査員補、

同年環境マスター、2022 年環境カウンセ

ラー。同年、外食時食べ残し持ち帰りによ

る 食 品 ロ ス 削 減 を 進め る ア ラ イ ア ンス

「mottECO 普及コンソーシアム」を設立。

産官学連携でその普及拡大、定着に取り組

んでいる。 

これまでの取り組み 

企業の環境推進担当者としての勉強のス

タートは 2014 年の環境社会検定（エコ検

定）受験という基礎の基礎からでした。基

礎とは言え、ほぼ営業畑の経験しかなかっ

た私には、京都議定書も GHG も廃掃法も

難解な外国語のように思えたものです。当

時会社が講師として外部から招いたのが

「環境プランナー」という方々でした。 

翌年から会社の方針で、「全社員エコ検

定合格」が掲げられ、その推進役となるこ

とをきっかけに、単に先に合格した人、で

はなく内部講師として正しい知識や情報を 

身に付ける必要を感じ、2 年の環境実務経

験という条件を満たした後、「環境プラン 

環境型社会貢献賞（事業者部門） 

中上 冨之 

 

 

 

 

 

 

ナー」の資格を取得しました。並行して

ISO14001 の認証取得とその維持のために

「 EMS 審 査 員 補 」、 スコ ー プ ３ 算 定や

SDGs に即した経営推進のために「環境マ

スター」取得と、在籍する企業の環境経営

推進には自身の力量向上が必須との思いで

勉強を重ねてきました。 

環境カウンセラーを「てこ」に 

 私は環境カウンセラーとして、取り組み

の根幹を SDGs17「パートナーシップ」に

置いています。 

 私が仕事をしている外食産業は、食品廃

棄物の削減、物流やエネルギーの効率化、

B to C 事業としての環境啓発の推進など

様々な社会的責任を負っています。外食産

業の市場規模は二十数兆円と大きく、日本

の基幹産業のひとつですが、同規模の他産

業と比べて寡占化は進んでいません。これ

は一企業の取り組みだけでは、社会課題解

決は難しいということを意味します。私が

活動の基本に SDGs17 のパートナーシップ

を据えたのはこうした背景によります。 

 

表彰理由：外食店舗での「食べ残し持ち帰り運動」を発展させるた

め、普及コンソーシアムの設立や食品ロス削減のイベントを開催

し、外食チェーンやホテル、自治体等に働きかけて食品ロス削減に

取り組み活動を定着させた。 

また、「アースアワー」イベント参加や大学・自治体セミナーの講

師を務め、森づくり等を提唱した。環境カウンセラー会ひょうご会

員としての活動など、全国で環境保全活動の発信に努力している。 



 

 

 

環境施策について、企業の枠を超えて連

携していくことで、小さな力を社会課題解

決に繋げていく、そのために環境カウンセ

ラーの肩書を言わば「てこ」として使って

いきたいと考え、登録取得に至りました。 

様々な連携① 

 連携活動のフックとして、外食業界に

対し、「EARTH HOUR（アースアワー）」

への合同参加を企画提案、実行し、参加各

社の社員とお客様への環境啓発に繋がる取

り組みとしました。これは。毎年 3 月最終

土曜日の 20:30 からの 60 分間消灯し、み

んなで環境について考える、という WWF

主催の世界的環境啓発イベントです。 

デニーズ大泉店 看板消灯前（左）消灯後（右） 

直近、2023 年 3 月の EarthHour では、

外食企業 10 社 25 ブランド、1,363 もの店

舗、事業所の参加をいただきました。循環

型社会の実現には、国民ひとり一人の行動

変化が欠かせません。そのため、直接お客

様と接する外食事業に携わる環境カウンセ

ラーとして、こうした啓発活動は大変重要

な取り組みであると位置づけています。 

様々な連携② 

次に本業に即した食品ロス削減の取り組

みとして、企業の枠を超えた連携で挑戦し

たのが、飲食事業者による食べ残し持ち帰

り運動の実践です。これは「外食時の食べ

残しは自己責任で持ち帰りごみにしない」

という取り組みで、これを環境省命名の

「mottECO（モッテコ）」という運動とし

て普及させ、社会習慣にしていくことで食

品廃棄物を削減しようと考えました。 

私自身は、2022 年に環境カウンセラー

登録を取得しましたが、mottECO（モッ

テコ）事業はその前から企画していたこと

であり、草の根運動で飲食・ホテル事業者

に連携を呼びかけていました。ただこれは、

目先の利益に繋がる取り組みではなく、ま

た食品衛生上の懸念から、参加を辞退され

るケースも少なくありませんでした。 

しかし、登録取得以降、環境カウンセラ

ーとして、企業を超えたアライアンスの必

要性を説くとそこに説得力が生まれ、参加

団体が拡大。企業だけでなく自治体の参加

も得て「mottECO 普及コンソーシアム」

設立に至りました。 

また設立に留まらず、国のモデル事業へ

の申請、事務局の運営、啓発イベントの開

催といった活動も「個の利益でなく、環境

カウンセラーとしての志や自覚」によるも

のとして受け入れてもらい、少なくとも連

携にかかわった皆さまには環境カウンセラ

ーの存在意義として認識いただいたのでは

ないか、と自負しています。 

 

mottECO イベントでのパネルディスカッション 

今後に向けて 

これまでの取り組みを基礎として、今後

例えば企業の垣根を超えた廃棄物の共同回

収など、より困難な社会課題の解決に向け

て、築いてきた連携の絆を大切にし、活か

していきたいと考えています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
自己紹介 「先人の知恵から学び、取り組
みながら、持続・発展する里山づくり」を
テーマにしながら、地域の自然保護保全活
動に取り組み始めて、３２年が経ちました。
その活動の中で、「今川こども自然クラブ」
を立ち上げてから１６年が経ち、子どもた
ちが主体的に自然保護活動に取り組めるよ
うにサポーターとして活動してきました。
また、幼稚園・小学校・中学校・高校での
自然保護活動に関する講話や環境学習にも
かかわりながら、持続可能な自然保護活動
となっていくように取り組んできました。 

1，これまでの取り組み 

 これまで自然保護活動を進めていく上で、

地域、学校、行政、企業、市民団体などと

かかわりながら、その取り組みが広く進め

られるように活動してきました。そして、

これから自然保護活動を推進していく中学

生、高校生を中心としたリーダー養成にも

力を入れ、多くのリーダー認定者を育成し

てきました。 

① 近年、里山に人の手が入らなくなって 

きたために荒廃し始めている現状をみて、

２００７年４月に、地域に残された貴重な

自然環境を保護することを目的に小学生か

ら高校生を対象にした「今川こども自然ク

ラブ」を発足させ、年間７回の活動を実施

してきました。先人の営みから持続可能な

取り組みを学ぶために、再生した棚田での

米づくりを中心とした活動に取り組んでき 

ました。棚田での農薬を使わない米づくり

では、隣接する森林からのきれいな水と落

ち葉の堆肥を利用して取り組んできました。

田植え、田の草取り、稲の刈り取り、脱穀

という年間を通した作業にかかわりながら、

収穫した米を子どもたちが薪を燃料にして

ご飯を炊き、食べるところまで実施しまし

た。その一連の取り組みの中で、里山では、

カエルやトンボ、野鳥などの多くの生き物 

が棚田とかかわり合っていることを学んで

もらうことができました。棚田が生態系に

大きくかかわっていることによって、豊か

な自然が残されていることに気づき、先人

が米づくりを通して、持続可能な営みをし

ていたことを体験することもできました。

この取り組みが認められ、これまでに環境

大臣賞を２回受賞しています。 

 
②１９９３年から静岡県青少年指導者養成

事業「湖西青少年指導者養成研修会（初

級・中級）」を企画し、取り組んできまし

た。今までに３４１人の修了者を数え、修

了生の中に 

は「今川こども自然クラブ」のサポーター

になったり、将来自然と関わっていきたい

という希望をもって大学に進学したりする

子どももいました。③これからの学校での

環境教育では、どもたちが「社会と連携・

協働しながら、未来の創り手となるために

必要な資質・能力を育む」ことができるよ

うに、社会に開かれた学習プログラムを作

自然共生社会貢献賞（市民部門） 

自然の恵みを生かし、楽しみながら取り組む自然保護活動 

片山愛司 
 

表彰理由：「今川こども自然クラブ」を立ち上げ、今川や里山
の自然観察などに取り組んだほか、教職員として赴任校で学習
プログラムを作成し、ビオトープづくりなどの自然学習など環
境教育を進めている。また、湖西青少年指導者養成研修でリー
ダーを育成、静岡県や湖西市等と連携して浜名湖周辺での自然
保護活動に取り組んでいる。 



 

 

 

成し、実現していくことが求められていま

す。その実現に向けて、子どもたちの主体

的な学習活動や発想（感性）を高めていく

ために、里山の営みを体験しながら、自然

と共存し、持続可能な営みをしていること

に気づく総合的な学習の時間の支援に取り

組みました。その実践の場として、学校ビ

オトープや学校近くを流れる川を活動の場

として支援を続けてきました。学校ビオト

ープでは、６年生が「もっと身近なビオト

ープにしよう」をテーマに、ビオトープに

生息する生き物を調査し、その保護につい

て一人一人がテーマを決めて取り組んでい

きました。そのサポーターとしてかかわり

ながら、学校ビオトープの保全を市民団体

とＰＴＡの協力を得ながら進めてきました。

２００１年に完成した６６０㎡の学校ビオ

トープは、全国学校園庭ビオトープコンク

ールで２００５年に優秀賞、２０１５年か

ら現在まで連続して５回入賞し、子どもた

ちの学習に大変有意義な場となっています。 

④地域や行政、市民団体、企業と協働しな

がら活動する環境カウンセラーとして、こ

れまで様々な活動に取り組んできました。 

◇２０１１年から２０２３年までの１１年

間かかわってきた「新所アジサイまつり」

では、地域に生息している生き物を主催者

の協力で採集し、生き物の説明と展示をし

ました。 

◇講演会として、幼稚園のＰＴＡ教育講演

会で「子どもが自然とかかわるよさ」と題

して講演しました。また、県立高校の２年

生には、「自然愛護活動を通した社会貢献」

と題して講演を行いました。 

これらの講演会では、自然環境を活用し

た学習が子どもたちの成長や生活にはとて

も必要であり、大変有意義な取り組みとな

っていることを理解していただきました。 

2、今後に向けて 

 ３２年間自然保護保全活動に取り組ん

できましたが、まだまだ十分な成果があが

っているとはいえない状況です。ＳＤＧｓ

やネイチャーポジティブ（自然再興）にみ

られるように、ますます自然保護活動は重

要となっています。自然と人の営みが切り

離されているかのような現代社会ですが、

実際には自然と人が密接にかかわり合って

いることは周知のとおりです。そのために

は、自然と人とがかかわり合える場合をも

っと提供し、自然の楽しさやおもしろさ、

不思議さを体験していただき、人と自然は

つながっていることを実感できるようにす

るとともに、自然と共生していることを理

解できるようにしたいと思います。 



 

 

 

【自然共生社会貢献賞】（事業者部門） 

特定非営利活動法人 環境カウンセラー千葉県会

自己紹介 
環境カウンセラー千葉県協議会(EC 千葉)は、千

葉県での環境保全の向上を目的にした団体です。

環境に関する専門知識や豊富な経験を有し、環境

省に登録された環境カウンセラーと環境活動に賛

同する千葉県在住者で構成された 68 名の会員が一

体となって、千葉県内の自治体や学校等と協働し

てフィールドワークを中心に活動しています。

1998 年 2 月に任意団体 環境カウンセラー千葉県

協議会として設立、2003 年 7 月に NPO 法人化し、

「特定非営利活動法人 環境カウンセラー千葉県協

議会」として現在に至っています。2014 年には、

環境省・文部科学省から「環境教育等支援団体」

の指定を受けています。このたび設立四半世紀の

25 周年を迎え、これまでの 25 年間の足跡とこれ

からの展望をまとめ記念誌「25 年のあゆみ」とし

てこの 4 月に発行の予定です。［SDGs を踏まえた

取組み例］ 

【これまでの取組み】 

① 「大多喜町環境教育プログラム わくわく探検

隊～自然となかよし～」の開催 

 過疎化が深刻な南房総地区は、豊かな自然と起

伏に富んだ地形を利用した水力発電が 10 年前から

復活していることをここに住む子どもたち（小学

校高学年）に認識してもらうこと。自然を愛し故

郷に関心をもってもらうための体験の機会を提供

しているプロジェクトで、途中コロナ禍での中断

もあったが５回を数えています。毎年、夏休みの

初めに大多喜町環境教育プログラムを開催すべく、

私ども EC 千葉が企画し、大多喜町教育委員会の後

援を得て、更に大多喜町環境水道課ほかの関係課、

発電設備管理される㈱関電工や NPO 法人サポート

技術士センター等の協力、子どもたちの参加募集

（30 名）には近隣市町教育委員会と各小学校にも

呼びかけ応援をいただいています。 

1）水辺の生きものしらべ 

養老川最上流の水辺に入り、日頃は見ない生き 

ものを採集しその生態を知り生きものとの共生が

大切なことを知る。 

２）面白峡小水力発電所の見学南房総の豊かな水

の利用について先人の先見の明を知り、再生可能 

エネルギーの重要性を認識する。参加した子ども 

たちの保護者から「たった一日の体験で素晴らし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

い思い出になった」との感想をいただき、自分た

ちも体験したいとの要望もあって、第 4 回からは

保護者の参加も受け入れ好評でした。 

 

② 水環境を守る出前講習会「浄化槽啓発講習

会」への普及・啓発活動 

 2009 年 7 月千葉県との協働事業に採択され

「浄化槽使用者に対する水質保全に関する啓発教

育の実施」の講習会から始めました。これは、浄

化槽を設置した方を対象とした講習会で、下水道

未普及地域などにおける河川、湖沼の水質環境を

改善するためには浄化槽放流水の水質レベル向上

が必須であり、浄化槽の維持管理に関する啓発教

育をおこなうことが目的でした。 

 
   [講習会の様子]    〔実習風景〕           

一方、小学校の高学年の体験教室では、私たちに

できることは何かを考え、そして行動に移す。近

年は SDGs の話も織りまぜて、水環境の課題や対

策について一緒に考える体験教室としました。出

前講習会「浄化槽啓発講習会」は、これまで県内

各地で開催し延べ 2,033 名が参加。参加者と一緒

におこなう実習を取り入れた参加型講習会で好評

です。水環境体験教室も教育委員会や小中学校と

連携して実施し高い評価を頂いています。 

表彰理由 

大多喜町と連携して「わくわく探検隊」を開催し、

水辺の学習や水力発電所見学を行うほか、浄化槽講習

会や「水環境体験教室」で南房総の豊かな自然と水環

境の保全活動推進に取り組んでいる。また、学校や自

治体主催研修会等に講師を派遣するとともに、千葉県

内の企業を対象とした環境セミナーを開催して SDGs

の取組みを進めている。 

 

［水力発電所の導管前で記念撮影] 

 



 

 

 

③ 環境省「家庭エコ診断制度」に基づいた「う

ちエコ診断」の実施 

  家庭における地球温暖化防止対策の提案と省エ

ネ診断を行う活動で、2016年に環境省の認定を受

け、現在も活動を継続中です。2016年以降、会員

の地元自治体である千葉市、白井市、野田市、八

千代市 木更津市、君津市、浦安市、船橋市の協

力のもと実施できています。（2018年以降、環境

省からの補助金打ち切りにより、その後は当会会

員の地元自治体からの支援をいただき運営されて

います。「うちエコ診断」のこれまでの集計結果

を下記に示します。 

・実施件数 167件：CO2削減量は合計 132,521kg-

CO2/年（～2022年 11月末）です。 

・千葉県全体世帯別平均比較での CO2排出削減

減（2016年～2022年 11月末日）効果は 788 kg-

CO2/年（回収世帯数 152件）17.8％です。・受

診された方々は光熱燃料費の削減メリットだけ

でなく、地球温暖化防止活動への意識が向上し

て［うちエコ診断（エコメッセ）］いました。

2016年以降、うちエコ実施機関 EC千葉ネットに

登録されたうちエコ診断士は、EC千葉会員の７

名です。受診者からは、意識の変化や省エネに

役立つなどの点で、いずれも好評を得ています 

 

④ 県内企業を対象にした「企業環境セミナー」

の開催 

「企業環境セミナー」の企画は、私ども EC千葉

が行い、千葉県をはじめ千葉県内の(主に中小）

企業関連を主とする 12団体の後援を得て、千葉

商工会議所との共催で 26年の実績があります。

第 5回以降は千葉商会議所を会場として開催、セ

ミナーの構成は、外部の専門家による基調講演と

県内で ISOや SDGsに取り組む企業 2社の事例紹

介を紹介しています。セミナーへの参加者募集

は、後援団体を通じても協力をお願いしてきまし

た。最近は EMSと SDGsをつなぐセミナーとして

おり SDGsにどう取組むかのヒントを求める企業

もあって、千葉県内企業の EMSの普及と SDGs登

録制度の普及への一助となっています。今後も社

会のニーズを先取りしたセミナーの企画を目指す

予定です。 

⑤ 学校関係や自治体の企画する「講演・講座・

研修」へ環境保全活動の普及・啓発活動 

活動の連携は、環境省、千葉県、県環境財団、市

町村、環境団体、学校など様々な団体にわたりま

す。2004年 12月佐原市「子供と一緒に環境学習

の会」（環境省関東地区環境対策調査官事務所主

催）への講師派遣から現在に至るまで、千葉県内

の各学校・各地方自治体等へ講師を派遣しており

当会会員の講師派遣活動として長年の実績があり

ます。近年の講演等の依頼件数と受講者数は、直

近の５年間でも講師派遣件数：41件、受講者数

は、1353名以上に及びます。傾向として、SDGs

の視点を取り入れた内容が、参加者の環境・経

済・社会に対する意識向上に繋がっていることを

実感しています。なお、2014年には「ちば環境学

習応援団」に登録されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【苦心した点・改善点】 

 3年余りの長期行動自粛の影響は大きく、活動

の休止や対面の会議が殆ど出来ずオンライン会議

を余儀なくされましたが、高齢者の行動変容とオ

ンライン（ZOOM会議）活動の不慣れによる会員相

互のコミュニケーション不足が常態化し、活動自

体にも支障をきたしました。さらに、若手社員に

対しても十分な意思疎通ができず、コミュニケー

ションギャップも顕著になってきたように感じま

す。会員の高齢化が進んでいるにもかかわらず、

若手カウンセラーの入会がなかなか出来ずにいま

す。今後は、会員の増員強化と後継者の育成が大

きな課題です。 

【今後に向けて】 

環境問題は巾が広いし、専門的にも多岐に渡っ

て活動できるチャンスがあるので、私たち環境カ

ウンセラーにとって、グローバル化した大きな困

難な課題もあれば、身近にある多くの取組み可能

な課題もあります。会員一人ひとりが自分のこと

として捉え、一人でも多くの人々に関心を持って

いただけるような啓発活動や具体的な行動を通し

て社会のニーズに応える環境保全活動を行い、感

謝される団体を目指していきます。 

 

［市役所セミナー］ 

親子 

［公民館講座］ 

親子 

［親子環境講座］ 

親子 

〔うちエコ診断(エコメッセ)〕 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自己紹介 
 私 は 、 1992 年 よ り 、 一 般 企 業 の
ISO14001 認証取得事務局として活動す
る一方、２人の息子のＰＴＡ活動に参画
し、市内を流れる二級河川や当時は、大
阪府内唯一の海水浴場と言われた海辺の
カンカンピックアップ運動や市内の公園
の花壇づくりに参加させていただいてい
ました。その体験をもとに 2002 年環境
カウンセラー市民部門にノミネートし、
登録されました。企業を退職したのち、
保育所の臨時保育士となり、子どもたち
と一緒にどんぐり集めなど田舎らしい遊
びを取り入れてきました。 

これまでの取組み 
私は、2002 年に環境カウンセラー市民

部門に登録された最初の活動は、2003 年
より、大阪市環境局が募集した市民ボラ
ンティアによる「市民環境調査隊」の運
営に関わり、同市の環境施策や環境保全
の取組みを市民の目で監査する取り組み
でした。参加された市民ボランティアの
熱量に圧倒される５年間を経て 2008 年、
大阪環境カウンセラー協会事務局員とし
てお手伝いを開始しました。2011 年度よ
り、「高齢者・障がい者環境出前授業」
を開始し、大阪府環境保全活動など補助
金、「連合・愛のカンパ」などの助成金
を活用させていただきながら今日に至っ
てます。2019 年には、この取り組みにお
いて大阪環境カウンセラー協会が、「第
１回環境カウンセラー環境大臣表彰事業
者部門」および「令和元年度地球温暖化
防止活動環境大臣表彰環境教育部門」を
受賞しました。 

取り組み内容 

高齢者・知的障がい者の方への対応には、
環境教育における経験とともに福祉分野
の理解も必要です。双方の経験が豊富な

スタッフが、多く在籍している大阪環境
ネットの会員の協力が不可欠です。経験
によって裏付けされた地球温暖化防止に
関する知識や知見をベースとした座学と
テーマに応じた実験や工作・ゲーム、人
形劇などのワークショップの 2 本立てを
基本とするプログラムでわかりやすく解
説しています。SDGs の視点として、障
がい者や高齢者が情報弱者であり、最新
の環境問題に触れる機会が少ないことに
課題を見出しました 。 

環境教育は世界規模で取り組む課題と
して重視されている一方で、高齢者・知
的障がい者のための環境教育は一般の環
境教育プログラムをそのまま適用するこ
とが難しいことから対応が遅れています。
福祉分野に特化した環境教育の普及が私
の本分だと思っています。環境問題は、
多岐にわたることから、多方面から授業
を展開することで毎年、声掛けしていた
だけるようになりました。また、口コミ
でそのニーズが広まりつつあります。 

 
活動事例 

【食品ロス問題に関する多様な啓発活動】 
大阪府、一般社団法人食品ロス・リボ

ーンセンターと連携し、各団体が作成し
たカードゲームなどの教材ツールを活用
して、小学校の出前授業や高齢者・障が
い者出前授業で、受講者にあわせて分
かりやすく親しみやすい環境教育を
行っています。 

活動にあたっては、大阪環境カウ
ンセラー協会および大阪環境ネット
の会員と、大阪府の「もったいない
やん活動隊」に登録されているメン
バー4 名と共に、補助スタッフを育成
することにも力を入れており、現在
は合計 1 1 人のスタッフで活動していま
す。 

 
 

表彰理由 

大阪府と連携して「地方創生 SDGs」にファシリテーターとして

取組み、食品ロス削減・ごみ減量や温暖化対策に尽力している。

特に「障がいがあっても社会貢献」を掲げ、知的障がい者スタッ

フと高齢者、障碍者の環境課題に対応。環境イベントを 37 回開催

している。大阪環境カウンセラー協会の事務局長としても運営を

担っている。 

地域特別賞貢献【市民部門】 
水藻 英子 



 

 

 

【知的障がい者のスタッフ起用】 
「障がいがあっても社会貢献」をコン

セプトとして、知的障がい者によるスタ
ッフ活動を推進しています。この取り組
みに賛同する 2 つの障がい者支援団体か
ら８人の障がい者がスタッフとして大阪
環境ネットに所属し、そのガイドヘルパ
ーと共に活動しています。＜知的障がい
者によるスタッフ活動の概要＞〇障がい
者とそのガイドヘルパーには「交通費+
昼食代」の謝金を支払います。障がい者
は、自分の働きが対価に代わることを認
識することができ、自分の頑張りに充実
感を味わうことができます。 
〇2016 年から 2023 年の７年間において、
３７回のブースを展開してきました。 
〇原子力発電環境整備機構 ( NUMO )の
『地層処分事業の理解に向けた自主企画
支援事業』に応募・採択され、イベント
参加に伴う費用の一部やベントナイト実
験キット、説明用冊子などの支援をいた
だき、多くのスタッフと共に電気の作り
方や地層処分事業についての理解促進活
動を実施いたしました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【プラスチックスマートな生活を目指して】 

2016 年から、玉ねぎ染めのエコバック
作りをワークショップに加え、 地域社会
の一員として、ごみの減量、資源の再利
用などの取り組みに協力しようというこ
とで 、小学校、高齢者、障がい者にごみ
の分別の目的など丁寧に指導してきまし
た。 

長年の活動の中で、一番回数を多く実
施させていただき、すでに 9 年目の活動
につながり、受講生は 2,000 名を超えま
した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【災害に備えて LED ランプシェード作
り】 

気候変動の適応策の一つとして、ラン
プシェードを製作し、いつもの場所に
LED 
ランプを設置しておくことで、停電に備
えるという授業を行い、2022 年～2023
年の１年半の活動において 627 名もの方
に受講いただきました。コロナ禍におい
ては、積極的に訪問支援することが叶わ
なかった地域の包括支援センターの依頼
や、孤立・孤独対策の取組みを広く実行
されているボランティアの方々の水平展
開として、「顔の見える関係づくり」に
役立てていただける人と人をつなぐネッ
トワーク作りに協力させていただきまし
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今後に向けて 
ネット社会の進歩とともに錯綜する情

報を選び取り、正しい科学的認識をもち、
主体的に行動したいと思っています。
SDGs17 の目標達成に向けて、企業、学
校、行政、市民の協働をより強固なもの
とし「一人の百歩より、百人で一歩ずつ」
をモットーに市民への影響力を自覚した
上で、自信を持って行動していきたいと
思っています。 

 
 

聴覚障がい者施設では手話で！ 



 

 

 

地域特別貢献賞（事業者部門） 

NPO 法人岩手県環境カウンセラー協議会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自己紹介 

NPO 法人岩手県環境カウンセラー協議
会は、組織化後 23 年を経過し、市民・行
政・企業、及び環境 NPO 団体との環境パ
ートナーシップを構築し、環境配慮型の社
会の実現を目指すため、下記のような活動
を行っています。 
1. 環境教育活動：行政や市民と連携し、

環境教育の指導者を目指す人への情報
提供及びスキルアップセミナーの協働
開催 

2. 環境カウンセラー及び市民へのＩＣＴ
教育の実施 

3. 環境カウンセラー制度の普及促進活動
の支援 

これまでの取組 

① 環境教育の指導者の育成のために、環境の基

本的な知識を会得する体験型セミナーの実施 

 岩手県は海、山、川に恵まれた自然を有

しており、その自然を守るための過去の負

の遺産の検証、自然に親しみそこから得ら

れる情報の取得、集合型の教育を指導する

場合のフアシリテーション能力の向上等の

セミナーを行政、及び環境団体と協働し実

施してきた。 

岩手県は四国の全面積に等しい大きさで、

東北 6 県で最も広い面積を保有し、過去に

廃棄物の不法投棄事件があり、関東方面か

らの廃棄物が岩手県県北と青森県南部地区

に不法投棄され、このような現地を確認す

ることでの体験的な環境学習、及び環境カ

ウンセラーとしてのフアシリテーション能

力をアップするための研修の提供を含めた

環境指導者の育成に関わってきた。 

 

 

 

 

 

 

② 環境カウンセラーや市民の ICT 教育の実施  

  コロナ影響をうけ、ここ 3 年間対面での
活動が停滞した。その間に、ICT 教育を環
境カウンセラーや市民に提供すべく実践型
のスキルアップセミナーを実施、かつ企業
者への環境マネジメントセミナーで、必要
な PC スキルの提供を行ってきた。 

 

 

 

 

 
 
 
 

表彰理由 

岩手県内全域で地域課題に対応するため、環境保全活動

を展開する人材を育成する「いわて環境塾」を開催し

た。また、環境省と連携して環境カウンセラー研修や環

境教育・環境学習指導者養成セミナーを運営したほか、

企業の環境経営指導や、各種研修会に講師を派遣し、環

境教育の促進に貢献した。さらに、環境カウンセラーオ

ンライン活用セミナー開催や環境カウンセラー利活用の

広報活動に取り組んでいる。 
ゼニタナゴの生息地調査風景 

環境学習研修開催の様子 

 

ICT 実践講座開催時の市広掲載記事 



 

 

 

 

➂ 環境カウンセラー制度の普及促進活動 

環境カウンセラーの高齢化に伴い、環

境カウンセラー登録希望者の発掘活動を

行っている。その普及活動の内容は、当

協議会に所属する環境カウンセラー全員

が行うことをスローガンに、行政（県・

市・町・環境 NPO 団体等）を訪問する

ことで協力を求め実践した。その際に利

用した治具は、ここ 2 年間に環境カウン

セラー全国連合会が作成したポスター及

びパンフレットを持参し、環境省、Ｎ

PO 法人環境カウンセラー全国連合会、

及び当協議会等が三位一体で推進してい

る応募促進活動であることを明確にした

広報活動を行った。その結果、「職員の

ための脱炭素セミナー」の指導講師依頼

及び「いわて脱炭素化経営企業等認定制

度」の講師等の依頼をうけ、行政とのパ

ートナーシップを構築することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

苦労した点・改良点 

組織化した当時の環境カウンセラーが高

齢化し、かつ減少傾向をたどっています。

当協議会も会員の減少は確実に起きており

ます。設立当時の環境に関する強い思いが

希薄化し、環境問題は、特に地球温暖化問

題や生物多様性などへと関心度が移行し、

コロナの影響もあり、環境カウンセラーの

活動に多くの変化がみられるようになりま

した。特に高齢化した環境カウンセラーに

も、SNS の利用や ICT スキルの向上が望ま

れます。 

環境活動は各環境団体や行政とのパート

ナーシップが不可欠で、環境カウンセラー

の個人プレーでは成果は限定的であること

を知らされました。各団体とパートナーシ

ップを構築し、若い世代への継承を心がけ

活動しています。 

 

今後に向けて 

 環境カウンセラーの登録によるメリット

の情報を発信し、新しい環境カウンセラー

が増え、活動が活発化するためには、特に、

行政や他の環境団体とパートナーシップを

構築し、協働にて活動を前進させることと

考え行動します。  

普及促進活動風景 

令和 4 年度と令和 5 年度配布ポスター例 

配布したカウンセラー応募パンフ 


